高知県海岸緊急清掃事業実施要綱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成20年9月2日一部改正）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成22年4月5日一部改正）

（目的）

第1条　この要綱は高知県が管理する海岸（以下「県管理海岸」という。）に漂着した大量の流木等をボランティアと協力して早急に処理することにより、美しく安全で快適な海岸を保つことを目的とする。

（事業の定義）

第２条　この要綱において事業とは、台風等により漂着した大量の流木等を処理するために土木事務所長（以下「所長」という。）が認定した団体（以下「ビーチボランティア」という。）に要請して行う流木等の処理のうち、所長が指定するものをいう。

（ビーチボランティアの認定）

第３条　ビーチボランティアになることを希望する団体は、ビーチボランティア認定申請書（第１号様式）を所長に正副２通提出するものとする。

２　所長は、審査のうえ適当であると判断した場合はビーチボランティアとして認定する旨を記入し、その1通を返送するものとする。

（事業の実施）

第４条　所長は、事業を行おうとするときはビーチボランティアに事業を実施する旨を連絡し、事業への参加を要請するものとする。

２　ビーチボランティアは、事業に参加する場合は所長の指示に従うものとする。

３　所長は、ビーチボランティアから建設機械（バックホウ、ダンプトラックなど。以下同じ。）の提供を受けるときは、高知県海岸緊急清掃業務委託契約書（第２号様式）を作成し、速やかに締結するものとする。

（参加状況報告書）

第５条　ビーチボランティアは、事業の終了した日から数えて10日以内に参加状況報告書（第４号様式）を所長に正副２通提出し、所長の承認を得るものとする。

２　所長は、参加状況報告書の提出があったときは、内容が事実に相違ないか確認し、相違なければその旨を証明し、その1通を返送するものとする。

３　所長は、事業を行ったときは事業終了後速やかに、事業参加者の総数を港湾・海岸課に報告するものとする。

（年度集計報告）

第６条　ビーチボランティアは、当該年度の参加状況（前条第２項の規定に基づく証明が得られたものに限る。）を年度集計報告書（第５号様式）により翌年度の４月15日までに、所長に正副２通提出し、所長の承認を得ることができるものとする。

２　所長は、年度集計報告書の提出があったときは、内容を確認し、相違なければその旨を証明し、その１通を返送するとともに、速やかに年度実績報告書（第６号様式）により港湾・海岸課に報告するものとする。

（保険）

第７条　知事は事業に参加する者が行う清掃活動に対して傷害保険をかけるものとする。ただし、保険金の支払対象は、事業（出退勤の途上を含む。）中における事故により被った傷害（建設機械等（建設機械及びチェーンソー等の工具をいう。以下同じ。）の操作中に操作者自らが被った傷害及び建設機械等により操作者以外の者が被った傷害を除く。）に限るものとする。

２　前項の保険の契約者は高知県知事とし、保険料は港湾・海岸課が負担する。

３　港湾・海岸課は、保険会社と契約後、引受保険会社と保険の内容を所長に通知するものとする。

（事故発生報告）

第８条　事業に参加した者若しくはその代理人は、事故が発生したときは、直ちに所長を経由して保険会社に連絡するとともに、事故の日から30日以内に事故発生報告書（第３号様式）により所長を経由して保険会社に送付しなければならない。

（認定の取り消し）

第９条　所長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、ビーチボランティアの認定を取り消すことができるものとする。この場合においては、所長は文書をもって通知するものとする。

　(１)ビーチボランティアが認定の取り消しを申し出た場合。

　(２)ビーチボランティアとしてふさわしくないと認められる場合。

（表彰及び地域点数）

第10条　所長は、第６条第１項の規定に基づき提出された年度集計報告書に基づき、ビーチボランティアを表彰する事ができるものとする。

２　第６条第２項の規定に基づき所長から報告された事業への参加実績は、高知県建設工事入札参加資格審査における地域点数の対象とする。ただし、１回当たり５人役以上（建設機械は１台当たり３人役相当とするが、建設機械のみの提供は対象外とする。）で参加した場合に限る。

附　則

（施行期日）

この要綱は、平成19年４月１日から施行する。










